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四日市港　臨港道路（霞4号幹線）の
整備について
～地域の成長・発展と環境の共存を目指して～

行くこととしている。

❾ 環境保全対策

　伊勢湾の最も奥に位置し、朝明川の河口域に広がる自

然干潟に近いといわれる高松干潟に隣接して霞4号幹線

が整備されることから、ルート選定時の付帯条件として

自然環境の保全が義務付けられている。

　事業実施に伴い干潟周辺の環境への影響を把握する

ため、平成17年度より底質、底

生生物、鳥類、水質を四季を通

じて調査しており、工事の進捗に

よる影響や道路供用後の通行車

両による影響等についても継続

したモニタリングを実施し、環境

の保全に努めていくこととしてい

る。　

　また、干潟周辺に生育する植

生についても、三重県レッドデー

タブックに掲載されている貴重

種（ハマボウフ、ナガミノオニシ

バ、ニラ、シラン）をはじめ、一

般の海浜植生（ハマゴウ、ケカモ

ノハシ、ヨシ）も含めた保全対策

を行うこととしており、工事の影響

を受ける植生の移植の可否につい

て平成21年度より調査を実施して

いる。高松干潟周辺に生息する植

生や鳥類等に与える影響を最小限

にするため、現況モニタリングに

加え防音壁・遮光壁等の構造上の配

慮も合わせて行うこととしている。

❿ おわりに

　霞4号幹線は四日市港で増加して

いる港湾関連貨物に対して、物流

の定時制、即時性を確保するとと

もに、物流コストの削減と低炭素

社会を実現することで、地域社会の成長・発展を目指す

ため計画された社会資本インフラであり、ルート選定を

行った有識者委員会からの提言に従って、地域住民や干

潟など地域環境と共存を図りながら鋭意整備を進めてい

る。

　また、東日本大震災を契機に危機感が増大している東

海・東南海・南海地震など大規模地震の発生に備え、発

災後の物流の安定供給と地域住民、埠頭内労働者の安

全・安心を確保するため事業の早期完成を目指している。
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会員の 広 場 九州支部

『若松駅の歴史』

株式会社近藤海事

　かつて石炭の積み出しで栄え
ていた若松駅をご紹介いたしま
す。
　暦（干支）は60年ごとに一巡し
ますので60年前の辛卯は1951（昭
和26）年で、その前の辛卯は1891
（明治24）年でした。中央では大
隈重信や板垣退助達が活躍して
いた頃です。若松では洞海湾の
竣渫と沿岸の埋立工事が本格的
となり港湾都市としての形が整
えられようとしていました。そ
してこの24年の8月近代的輸送
手段として念願であった筑豊興
業鉄道の若松・直方間が開通し
折尾・中間の駅も開業、筑豊から
の石炭輸送を画期的に向上させ
たのです。この工事についても、
資金不足や用地の問題、川 か
らの妨害や圧力等々困難な中を
中央と地元の大手炭鉱主の経営
参画を得ながら事業が進み、次々
と延伸する事ができました。こ
の当時の様子は火野葦平の「女
侠一代」の「どてらばあさん」こと
島村ギン（本名西村ノブ）を主人
公として描かれています。
　開業当時若松駅はステイショ
と呼ばれここだけは 々と電灯
がともり文明開化の頂点だった
ようです。その後、明冶26年に
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けの小さな駅に変わりました。操車場や客車区はスー
パーマーケットやマンション群に変り、海辺の新しい
風景となりました。駅の横の公園にはこの筑豊線で忙
しく働いていた大正期の9633型の蒸気機関車が置かれ
当時を偲ぶことができます。昭和46年4月お別れ列車
として走ったD50140は梅小路蒸気機関車館に保存さ
れていると聞きます。この次の辛卯の年まで60年、ど
んな世界になるのか想像はつきませんが、この駅にも
大きな歴史があった事を語り継いでいきたいと思いま
す。

は飯塚まで、そして29年には若松･直方間がほぼ複線
化されています。その年筑豊鉄道となり30年九州鉄道
と合弁後、40年日本国有鉄道になります。
　若松駅は開業時から機関区を持ち明冶25年から大正
6年までは専用の工場を併設していました。
　開通と共に若松への着炭量は年ごとに増大し大正9
年には500万tを超えています。この大正9年現在の場
所に木造の堂々とした駅舎を完成させました。記録に
よりますと構内は35万㎡、線路数87条述べ36kmとい
うものでした。
　葦平の作品「中都会」では「石炭積出港としては筑豊
炭田を控えて日本一である若松はそれに適わしい操車
場と鉄道桟橋を持っている。
街がすっかり眠って、すべて
の明りが消されてしまっても
操車場の尖塔にある1000キロ
ワットの電灯は一晩中かがや
いて、数十条のレールが錯綜
している広い構内を照らして
いる」とあります。着炭量は
昭和15年にピークを迎え、そ
の後昭和26年に再び500万tに
達しますが、エネルギー需要
の変化と炭鉱の閉山で石炭輸
送も無くなり、あの駅舎も昭
和59年に取り壊され340mと
いう長いホーム一本を残すだ
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北海道支部31

グラブ浚渫・砕岩船 兼350t吊起重機船

第75西村号
株式会社  西村組

　第75西村号は港湾・漁港の外郭施設等建設工事だ
けではなく、浚渫や漁場整備など多様な工種に対応
できるよう設計されています。
　本船は押船と復動油圧ピンジョイントと油圧圧着
パットにより安全で迅速な連結作業が可能となって
いるため、高い機動性を有しているうえ、サイドス
ラスター、ピンローラ式角型スパット3基、そして
RTK-GPSにより的確なセットを行うことができま
す。また、寒冷地仕様であり、周辺環境に配慮して
騒音対策も施しています。

　ディスクブレーキを有しているため、30t砕岩棒によ
る砕岩作業が可能です。また、水平掘装置やRTK-GPS
を利用した浚渫施工管理システムを搭載しているの
で、高精度な施工が可能で、水深40mまで対応できます。

　本船の最大吊り上げ能力は主巻350t、補巻36tと
なっています。また、大型ウインチ・長尺ウインド
ラスを装着していますので、大深度・急潮流下でも
魚礁設置のような作業が可能です。

2.　浚渫・砕岩作業1.　第75西村号の特徴

3.　起重機仕様

第75西村号全景
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4.　周辺環境面への配慮 5.　寒冷地仕様慮

　防音対策として機械室全面に防音材、旋回台内部に
は吸音材を施工しています。また、排気は低騒音マフ
ラーを使用しています。浚渫作業では密閉式バケット
を使用することで、周辺への汚濁拡散を防止します。

一般配置図

密閉式バケット特殊蓋構造
（（株）光栄鉄工所 特許第3884008号）

コントロール室の様子

　寒冷地での作業を考慮し、作動油タンクヒーター、
エアドライヤー、各種熱線ヒーターなど、凍結防止
装置を取り付けています。
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6.　あとがき 

消波ブロック（25t）据付状況

　以上、本船の概要を紹介させていただきましたが、
現場によっては波浪等厳しい現場もあるかと思いま
す。そのため、施設で危険レベルを下げられる箇所
は施設のあり方を検討し、作業する乗組員の安全と
労働衛生環境を第一に考えて建造しました。また、
乗組員一同、リスクアセスメントを通じて安全に施
工し、高品質な構造物を提供すべく、誠心誠意努力
する所存です。
　現有のグラブ浚渫船兼起重機船である第36西村
号、第38西村号（詳細は弊社ホ－ムページをご覧く
ださい。）とともに海上工事の一端を担うことができ
ればと考えております。

　クレーン型式  SKK-35011GDT-L
　原動機型式  三菱重工業 S12R-MPTA
　定格出力  1,139kW/1,800r.p.m.

　船体長  61m
　船体幅  22m
　船体深さ  4.0/4.5m
　船体喫水  軽荷時1.8m  満載時3.6m
　積載部寸法  27.0×20.4m
　積載量  2,000ton、1,000m3

　浚渫深度（水面下）  40m
　ドレッジャーバケット（密閉式）
　　　　　　　　　　   普通地盤用  12m3×21t
　　　　　　　　　　   硬土盤･岩盤用  7m3×31t
　オレンジピールバケット  8m3×30t
　砕岩棒  30t

表　クレーン主要諸元

表　船体部主要諸元

表　浚渫砕岩仕様
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株式会社　　植木組
山崎　信昌（平成15年9月20日認定）

●経歴
　昭和56年	 起重機船（第2米山・第10米山）
　　　　　　　　  オペレーター	
　平成2年	 起重機船兼グラブ浚渫船（第2番神）
　　　　　　　　  オペレーター
　平成10年	 起重機船兼グラブ浚渫船（第5番神）
　　　　　　　　  オペレーター
　平成15年	 起重機船兼グラブ浚渫船（第5番神）
　　　　　　　　  船団長	

●工事実績		
　柏崎港西防波堤　築造工事
　柏崎港東防砂堤　築造工事
　柏崎マリーナ　築造工事
　柏崎港航路・泊地　浚渫工事
　専用港湾築造・維持浚渫工事

●今後について
　当社の船団は日本海側では中規模の150t吊・8.0m3級
の兼用船であり、中小規模港湾の据付・基礎床堀・維持浚
渫を主に施工しております。
　第5番神につきましては、建造時（平成4年）より、浚
渫施工管理システムを搭載し、精度の高い構造物の据付
や浚渫工事を行うことで、作業効率の改善や作業員の労
働環境の改善に取り組んで来ました。
　今後も今までに培った経験や信用を糧にしてさらに精
度の高い海上工事に携わって行きたいと思います。
　私たちの新潟・柏崎も近年の大災害を経験し、何とか
立ち直って来ました。
　「がんばれ日本」を合い言葉に皆さんもがんばりましょう。

シリーズ
海の匠 海上起重作業管理技士の紹介

48

●出身地	 新潟県
●生年月日	 昭和37年4月7日
●入社年月日	 昭和56年4月1日
●所　属	 柏崎支店　港湾工事事務所
●職　務	 船　団　長
●船　団	 第5番神（バンジン）
	 　150t吊起重機船兼8.0m3グラブ浚渫船（長さ：43.0ｍ×幅：17.0ｍ×高さ：3.0ｍ）
	 第28豊山丸
	 　引船兼揚錨船
	 　1000PS　82t　　ウインチ20t巻
	 植木　N0.1交通船
	 　420PS　4.9t　　ウインチ　5t巻　
　

プロフィール

柏崎港　維持浚渫工事 柏崎　農業排水路放水口据付工事
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マリーンニュース
事務局だより

平成23年8月30日（火）〜 9月1日（木）
◇認定試験・講習試験委員会幹事会
　1. 試験問題（案）の作成

平成23年9月6日（火）
◇認定試験・講習試験委員会
　1. 試験問題の審査
　2. 審査要領の審査
　3. その他

中部支部

◇中部支部総会開催
　平成23年度当中部支部総会については、静岡、愛知、
三重の各県から会員20名中19名（委任状6名含む）が出
席し、静岡県静岡市で開催された。
　総会には、来賓として、国土交通省中部地方整備局
から、守屋　正平 港湾空港部長、佐々木　純清水港湾
事務所長をお迎えし開会した。
議事に先立ち、佐野茂樹 支部長が挨拶し、続いて、守
屋正平港湾空港部長、からご祝辞をいただいた。
このあと、佐野支部長を議長に議案の審議を行い、各
案件とも原案どおり可決承認された。
　続いて、記念講演として、佐々木純清水港湾事務所
長より講演をいただき無事総会を終了した。

　今回の総会を通じ、東日本大震災を鑑み地域防災の
面での港湾整備の重要性を再認識するとともに、会員
相互の連携を深めることが出来たのではないかと思
う。

本部活動

平成23年7月5日（火）
◇安全対策委員会
　1. 平成23年度業務計画
　　①安全パトロールの実施
　　②新たに取り組む課題
　2. 平成23年度「作業船団の安全運航確保」
　   啓蒙ポスター
　3. その他

平成23年7月6日（水）
◇認定試験・講習試験委員会
　1. 受験受講資格審査方針
　2. 試験問題作成方針

平成23年7月13日（水）
◇常任委員会幹事会
　1. 平成23年度会員アンケート
　2. 新法人移行に係る定款の検討
　3. その他

平成23年7月22日（水）
◇認定試験委員会幹事会
　1. 受験願書審査（案）の作成

平成23年8月17日（水）
◇常任委員会・同幹事会
　1. 平成23年度会員アンケートの実施
　2. その他

平成23年8月19日（金）
◇認定試験・講習試験委員会
　1. 受験願書審査
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近畿支部

◇近畿支部総会開催
　9月27日（火）神戸商工貿易センタービル（ステラコー
ト）において、近畿支部総会を開催しました。
　総会は、本部より寄神会長・尾崎事務局長にご臨席
いただき、下記次第により行われました。吉田支部長
が議長に選出され、議案については原案どおり承認さ
れました。
　議事の審議終了後、本部尾崎事務局長より、本部報
告を頂き、また、記念講演として近畿地方整備局　港
湾空港部宮島正悟港湾空港企画官より講演を頂き無事
総会を終了しました。

　Ⅰ. 総会次第
　1. 開会
　2. 開会挨拶　近畿支部長　　　吉田　和正

　3. 議　事　　
　　　　第1号議案　平成21・22年度活動報告の件
　　　　第2号議案　平成21・22年度収支決算報告
　　　　　　　　　  及び会計監査報告の件
　　　　第3号議案　平成23・24年度活動計画（案）
　　　　　　　　　  承認の件
　　　　第4号議案　平成23・24年度収支予算（案）

　　　　　　　　 承認の件
　　　　第5号議案　役員変更承認の件
　4. 本部報告　本部事務局長　尾崎雄三

　Ⅱ. 講演会　
　　　近畿地方整備局　港湾空港部　
　　　　港湾空港企画官　　　　宮島　正悟

佐野中部支部長挨拶

近畿支部総会
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海 技 協  販 売 図 書 ・ 案 内

インフォメーション

体　裁 発行年月 販売価格

非航作業船のえい航用
引船馬力の計算指針

作業船団の運航に伴う
環境保全対策マニュアル
（国土交通省港湾局監修）

沿岸域における
海象メカニズム

作業船団安全運航指針
（改訂版）
（国土交通省港湾局監修）

作業船をえい航するために必要な引
船の能力算出方法を取りまとめた指
針

作業船が運航することによって自ら
発生する排水、廃油、排出ガス、船内
発生廃棄物、振動、騒音等による環
境保全について、難解な関係法令を
整理し、対応方策について取りまと
めたマニュアル
・「港湾工事共通仕様書」（（社）日本港湾
協会発行）に参考図書として指定

波のメカニズムを、平易に解説した
文献

近年の関係諸法令の改正に対する
見直し等及び「作業船による架空送
電線接触事故防止対策指針」を新た
に盛り込んだ改訂版を発行
・「港湾工事共通仕様書」（（社）日本港湾
協会発行）に参考図書として指定

Ａ4版
78ページ

Ａ4版
94ページ

Ａ4版
32ページ

Ａ5版
200ページ

平成 4年3月

平成18年4月

平成19年3月

平成20年4月

会　員1,500円
非会員2,000円
（消費税、送料含）

会　員2,000円
非会員2,500円
（消費税含、送料別）

会　員   700円
非会員1,000円
（消費税含、送料別）

会　員2,000円
非会員2,500円
（消費税含、送料別）

図  書  名  概  　　  要

※購入は「図書名、部数、送付先、担当者、連絡先、請求書あて先」を記入したＦＡＸ又はメールで、協会事務局へ申し込んで下さい。
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インフォメーション

（注）会員専用ページは、随時更新していますのでご利用下さい。
　　「会員専用ページ」を開くためには「ユーザー名」と「パスワード」が必要です。
　　当協会事務担当者にお尋ね下さい。

海技協ホームページ「会員専用ページ」の掲載事項 （7月以降掲載分）

〔関連通達〕
　　● 印紙税の税率の特例措置延長について
　　● 公共事業労務費調査（平成23年10月調査）の実施について
　　● 建設業取引適正化推進月間の実施について
　　● 下請契約及び下請代金支払の適正化並びに施工管理の徹底等について
　　● 発注者・受注者間における建設業法令遵守ガイドラインについて
　　● 東日本大震災に伴う建設業許可等の有効期限の再延長について

国土交通省港湾局監修 作業船団安全運航指針（改訂版）

〈 体裁 〉Ａ5版　200頁
〈 定価 〉会員2,000円　非会員2,500円（いずれも消費税を含み。送料は別途申し受けます）

　　　　　購入については「図書名、部数、担当者、連絡先、請求書宛先」を記入し、 ＦＡＸ又はメールで、当協会事務局へ申し込んで下さい。

　本指針は、「港湾工事共通仕様書」（国土交通省港湾局編集（社）日本港湾協会発行）において、請
負者は本指針を参考にし、常に工事の安全に留意して事故及び災害の防止に努めることが規定さ
れております。
　本改訂版は、近年の関係諸法令の改正に対する見直し等を行うとともに、平成18年8月に発
生したクレーン船による超高圧送電線接触事故を契機に、策定した「作業船による架空送電線接
触事故防止対策指針」を新たに盛り込んだ「作業船団安全運航指針（改訂版）」といたしました。
　本指針の活用により、危険要因の高い海上工事に従事する作業船の安全が一層確保されますこ
とを祈念するものであります。

発行　社団法人　日本海上起重技術協会
〒103-0002  東京都中央区日本橋馬喰町1−3−8  ユースビル8階
TEL：03−5640−2941　FAX：03−5640−9303
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安全啓蒙ポスター 配布のお知らせ 

　新しいデザインによる「安全ポスター」を作成し、作業員一人一人の意識向上、啓蒙に役立つこと、
及び海上起重作業船団の更なる安全運航に寄与することを願うものであります。

会員への配布
　「安全ポスター」は、会員には5部配布し、また発注関係官公庁にも配布しております。　　
　なお、部数に余裕がありますので、増配布を希望される会員は協会事務局へ申し出て下さい。
無料で配布・送付します。

「安全ポスター」

1
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